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●市民・生活者の視点に立った協働のまちづくり
●子供を産み育てやすいまちづくり
●平和と人権を守り男女共同参画社会のまちづくり
●高齢者や障がい者が安心できる住みやすいまちづくり
●活力ある農業・地場産業の振興とまちづくり
●スポーツ・文化・教育・芸術推進のまちづくり
●健康施策の拡充で健康増進のまちづくり
●水と緑・環境にやさしいまちづくり

安心と安全で活力ある
朝倉市づくりに全力投球！

明日の朝倉市のために村上ゆり子のチャレンジ！



村上ゆり子 実積ボックス

1 「生命」と「家計」を
守ります。

2 「高齢者」のため 、
「障がい者」のため！！

3 環境を守る心を大切に！

急に心肺停止状態に陥る等、救
急車が来る迄の応急措置が必要
な方の為、小中学校や公共施設
に「AED」を設置。また、特許費が
失効する事で安価になるジェネ
リック医薬品の使用を促進。さ
らにインフルエンザ予防の公的
補助負担を4,000円から1,000
円（中学生まで）にする等、村上
ゆり子は「生命」を守り
家計を助ける実績を
次々と実現しています。

急病や災害時に救急隊の状況把
握の為、導入された「朝倉おたす
けキット」は個人の医療情報や
連絡先を入れたもので、高齢者
や障がい者の希望者に無料で配
布し喜ばれています。また、視覚
障がいの方の為、市庁舎玄関に、
磁気センサー型の音声案内装置
を設置する等、村上ゆり子の提
案が朝倉市を
「高齢者・障がい者」
にやさしい街に
変えています。

「エコ感覚がこれからの教育には必要」
と市内の小中学校に太陽光発電の
設置を提案、エコ体験を可能に。
また、パソコンや電子黒板等
の電気をまかなう等、
一石二鳥に。

希望と活力のある朝倉市へ希望と活力のある朝倉市へ～12年間の主な実積～～12年間の主な実積～

4 「スイゼンジノリ」を守る！
黄金川流域にのみ生息する日本で唯一の
「スイゼンジノリ」を絶滅から守る為、村上
ゆり子は住民や市と共に環境省に働きか
け、きれいな川を維持するためのポンプ
や河畔環境整備の費用を獲得。伝統ある
“地域の宝”を守りました。

【村上 ゆり子 プロフィール】
●昭和26年7月生まれ
●昭和45年　日田藤蔭高校卒業（前日田商業高校）
●平成24年　放送大学卒業
●平成15年　甘木市議会議員初当選
●平成19年　朝倉市議会議員当選
●平成23年　朝倉市議会議員当選

●前総務文教常任委員副委員長
●前環境民生常任委員委員長
●前議会運営副委員長
●議会だより広報委員長
●NPO21世紀を担う
　子どもの健全な育成を願う会員
●読み聞かせ仲よしブック会員
●ボランティアクリーン甘木会員

●前金川女性防火クラブ委員長
●甘朝女性会議会員
●党朝倉支部副支部長
●趣味：音楽鑑賞・山歩き・絵手紙・弓道
●家族：夫と２人暮らし

〒838-0031
朝倉市屋永4335-34
TEL/FAX 0946-24-7759

まちづくり
●時報サイレンをメロディに推進
●公共交通・乗り合いバスの推進
●可燃ごみ袋の改善推進
●サンポートへ直接搬入推進 子育て支援

●妊婦健診14回の公費助成推進
●出産育児一時金の拡充（42万円）
●チャイルドシート貸出推進
●「赤ちゃんの駅」設置推進
●ブックスタート推進
　（4ヶ月児と1才半児に支給されてます）
●学童保育所の開設・改善
●子どもの医療費無料化拡充推進
●肺炎球菌、ヒブワクチン予防接種推進
●小・中学生のアレルギー
　対策・エピペン使用推進
●子育てサポートセンター設置推進
●乳幼児の医療費助成の拡充を推進

教　育
●小中学校の朝の10分間読書を推進
●小中学校の耐震化対策を推進
●太陽光発電設置・IT授業推進

健康施策
●国民健康保険証のカード化推進
●公共施設等に分煙対策強化の推進
●女性のがん検診向上・無料クーポン券推進

行財政改革
●職員の地域手当廃止を推進
●期日前投票紙ハガキの改善

福祉施策
●視覚障がい者や難聴者の方のために
　「耳マーク」を市民窓口に設置推進。
●ジェネリック医薬品の使用推進
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